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梅
雨
前
線
だ
け
で
な
く
、
台
風

も
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
天
気
予

報
の
な
か
で
の
二
日
間
。

　
初
日
は
樹
の
太
さ
や
高
さ
を

測
っ
て
、
現
在
の
健
康
状
態
を
知

り
、
将
来
の
計
画
を
立
て
て
み
ま

し
た
。
前
回
の
測
量
で
は
三
角
関

数
、
今
回
は
√
と
は･･･

と
計
算

に
四
苦
八
苦
し
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
針
葉
樹
人
工
林
に
お
い
て

相
対
幹
距
比
や
地
位
指
数
・
林
分

形
状
比
と
い
っ
た
指
数
は
、
立
木

密
度
や
樹
幹
の
バ
ラ
ン
ス
を
知

り
、
将
来
の
樹
高
成
長
予
測
か
ら

管
理
方
針
を
決
め
る
た
め
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
数
式
で
は
な
く
、

考
え
方
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
施
業
方
針
の
策
定

で
は
、
も
し
山
主
な
ら
、
ど
の
よ

う
な
森
林
に
し
て
い
き
た
い
か
、

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
手
入
れ
を

し
よ
う
か･･･

と
い
っ
た
こ
と
を

考
え
る
。
森
林
に
た
い
す
る
思
い

は
様
々
な
の
で
、
本
来
は
そ
の
施

業
の
方
法
も
十
人
十
色
と
な
る
で

し
ょ
う
が
、
今
回
は
班
毎
に
意
見

を
取
り
纏
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
決
め
た
計
画
に
沿
っ

て
、
将
来
に
残
す
樹
を
選
び
、
間

伐
と
な
り
ま
す
。

　
間
伐
作
業
に
は
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
。
二
日
目
は
そ
の
使
い
方
。

始
動
の
方
法
や
取
扱
注
意
事
項
な

ど
を
聞
き
、
丸
太
を
輪
切
り
や
玉

切
り
し
て
み
る
。
エ
ン
ジ
ン
を
始

動
し
て
丸
太
に
向
か
い
、
体
勢
を

整
え
て
伐
り
下
げ
て
み
る
、
伐
り

上
げ
て
み
る
、
回
し
伐
り
を
し
て

み
る
。
安
全
な
立
ち
位
置
で
、
土

や
砂
に
刃
を
当
て
ず
、
垂
直
に
伐

る
こ
と
は
出
来
た
で
し
ょ
う
か
。
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測
樹
開
始
。
ま
ず
は
方
形
に
プ

ロ
ッ
ト
を
設
定
し
、
そ
の
中

の
全
て
の
立
木
に
つ
い
て
胸

の
高
さ
で
直
径
計
測
。
胸
高

直
径
は
、
傾
斜
上
方
（
山
側
）

に
立
ち
、
地
上
か
ら
1
ｍ
20

cm
の
と
こ
ろ
を
水
平
に
測
り

ま
す
。
そ
し
て
樹
高
。
ワ
イ
ゼ

や
ブ
ル
ー
メ
ラ
イ
ス
と
い
っ

た
樹
の
高
さ
を
測
る
簡
単
な

機
器
（
測
高
器
）
を
使
っ
て
数

本
測
っ
て
み
る
。
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小
屋
へ
戻
っ
て
デ
ー
タ
整
理
。

相
対
幹
距
比
・
林
分
形
状
比
・

地
位
指
数
と
い
っ
た
指
標
を

知
る
た
め
に
測
樹
の
デ
ー
タ

を
加
工
し
て
ゆ
く
。

1212121212
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小
屋
で
昼
食
。

胸高直径の測り方

梢と根元を

Sｒ・形状比・地位･･･

そ
し
て
伐
倒
の
方
法

へ
と
続
く
の
で
す
が
、

天
候
が
悪
く
次
回
以

降
に
。
か
わ
り
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
入
念
に

行
い
ま
し
た
。
掃
除
は

一
日
の
作
業
終
了
時

に
丹
念
に
。
分
解
を
し

て
一
つ
一
つ
の
部
品

に
目
を
配
り
ま
し
ょ

う
。
目
立
て
は
丁
寧

に
。
作
業
中
で
も
土
に

刃
を
当
て
て
し
ま
っ

た
り
、
伐
れ
な
く
な
っ

て
き
た
な
と
思
っ
た

ら
、
随
時
。
切
れ
な
い
刃
物
は
か

え
っ
て
危
険
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

行
届
い
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
調
子

が
良
い
も
の
な
の
で
、
是
非
そ
の

方
法
を
習
得
し
て
下
さ
い
。
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、
早
川
講
師

に
よ
る
測
樹
の
講
義
。
森
林

診
断
の
目
的
や
測
樹
の
方
法
、

針
葉
樹
人
工
林
に
お
け
る
樹

高
・
直
径
と
密
度
の
関
係
、
括

約
に
つ
い
て
。
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時時時時時

　
班
分
け
を
し
て
現
場
へ
向
か

い
、
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真
田
紐
を
結
び
つ
け
て
み
る
。

1515151515
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
各
班
の
施
業
方
針
を
発
表
し
て

も
ら
い
、
早
川
講
師
か
ら
講

評
を
頂
く
。
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調
査
林
分
で
保
残
木
を
マ
ー
キ

ン
グ
。
通
直
な
木
や
樹
高
成

長
の
旺
盛
な
木･･･

。
施
業
計

画
で
決
め
た
本
数
を
プ
ロ
ッ

ト
内
で
選
定
。
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講
師
総
括
。
終
了
、
解
散
。

77777
月月月月月
1414141414
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

1313131313
時時時時時

　　　　　
施
業
方
針
策
定
。
指
標
の
現
在

値
か
ら
今
の
状
態
を
把
握
し
、

将
来
ど
の
よ
う
な
森
林
に
す

る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

50
年
生
時
に
Sr
を
25
に
な
る

よ
う
に
保
残
木
を
選
定
し
、

そ
れ
以
外
を
全
て
伐
採
し
、

保
残
木
の
枝
打
ち
と
数
年
後

の
下
刈
り
を
計
画
し
た
森
林

公
園
化
施
業
。
10
年
後
あ
る

い
は
30
年
後
の
Sr
を
20
と
し
、

ゆ
る
や
か
に
混
交
林
誘
導
し

な
が
ら
資
源
の
充
実
を
図
る

案
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

1515151515
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ミ
ズ
ホ
鋼
機
さ
ん
が
、
前
回
の

見
本
市
で
注
文
さ
れ
た
品
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ナ
タ
・
ノ
コ
の
鞘
に

講
師
挨
拶
。
雨
天
の
た
め
、
伐

倒
は
次
回
以
降
に
重
点
的
に
、

今
日
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
入

念
に
行
う
日
程
に
変
更
。
ま

ず
は
、
小
屋
の
中
で
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
構
造
や
始
動
方
法
、

取
扱
上
の
注
意
、
禁
止
動
作

に
つ
い
て
早
川
講
師
に
説
明

し
て
頂
く
。
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キ
ャ
タ
ト
ラ
を
移
動
し
て
、
早

川
講
師
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
始
動
の
実
演
。
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雨
の
中
、
小
屋
周
辺
で
班
毎
に

丸
太
の
輪
切
り
・
玉
切
り
。
一

人
一
人
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ

ン
ジ
ン
を
始
動
し
て
、
下
刃

で
伐
り
下
げ
、
上
刃
で
伐
り

上
げ
、
そ
し
て
回
し
伐
り
。
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小
屋
の
中
に
シ
ー
ト
を
敷
い

て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
掃
除
。

エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の
清
掃
に

始
ま
り
、
本
体
カ
バ
ー
・
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
・
バ
ー
を
外
し
て
。

特
に
オ
イ
ル
の
通
り
道
は
丁

寧
に
。
組
立
時
に
は
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
向
き
や
張
り
具

合
に
注
意
。
最
後
の
締
め
付

け
は
、
バ
ー
を
上
へ
引
き
上

げ
な
が
ら
。
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時時時時時

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
。
丸

ヤ
ス
リ
は
指
定
の
も
の
を
使

い
、
上
刃
角
度
が
30
度
に
な

る
よ
う
一
方
通
行
で
真
っ
直

丸太の輪切りから

ぐ
に
同
じ
回
数
づ
つ
。
バ
ッ

ク
ス
ロ
ー
プ
や
フ
ッ
ク
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

デ
プ
ス
は
あ
さ
り
。
刃
が
半

分
程
度
に
減
っ
て
き
た
ら
、

あ
る
い
は
目
立
て
は
う
ま
く

で
き
て
る
の
に
・
切
り
屑
は

大
き
い
の
に
伐
れ
て
い
か
な

い
と
き
は
ゲ
ー
ジ
で
確
認
を
。

こ
ち
ら
は
平
ヤ
ス
リ
で
研
ぎ

ま
す
。
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昨
日
の
測
樹
・
施
業
診
断
の
復

習
を
練
習
問
題
を
用
い
て
。

特
に
相
対
幹
距
比
と
地
位
指

数
を
割
り
出
す
。
そ
し
て
60

年
生
時
Sr
20
と
す
る
と･･･

。
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次
回
連
絡
。
講
師
総
括
。
終
了
、

解
散
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
秋
田
さ
ん
、
今
井
（
健
）

さ
ん
、
今
井
（
杉
）
さ
ん
、
神

田
さ
ん
、
工
藤
さ
ん
、
小
渕
さ

ん
、
佐
藤
さ
ん
、
田
村
さ
ん
、

中
野
さ
ん
、
東
村
さ
ん
、
平
野

さ
ん
、
水
野
さ
ん
、
園
田
さ

ん
、
長
坂
さ
ん
、
山
下
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
藤
原
、
平
林
、

坂
野

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

『
伐
倒
の
術
、

『
伐
倒
の
術
、

『
伐
倒
の
術
、

『
伐
倒
の
術
、

『
伐
倒
の
術
、
造
材
の
技
』

造
材
の
技
』

造
材
の
技
』

造
材
の
技
』

造
材
の
技
』

　
　
樹
を
伐
り
倒
す
に
は
様
々
な

方
法
が
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
み
で

伐
倒
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

矢
を
使
っ
て
木
を
傾
け
る
こ
と
や

ロ
ー
プ
で
伐
倒
方
向
へ
引
い
て
や

る
、
あ
る
い
は
フ
ェ
リ
ン
グ
レ

バ
ー
で
幹
を
回
し
て
み
た
り
、
チ

ル
ホ
ー
ル
で
牽
引
を
し
て
み
る
。

そ
ん
な
様
々
な
伐
倒
方
法
と
合
わ

せ
て
、
市
場
へ
出
荷
す
る
た
め
の

造
材
に
重
点
を
置
い
て
作
業
に
取

り
組
ん
だ
三
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
造
材
で
は
、
ヒ
ノ
キ
元
玉
を
三

メ
ー
ト
ル
の
柱
材
と
す
べ
く
、
根

元
の
曲
が
り
を
見
極
め
、
か
つ
末

口
直
径
が
十
六
セ
ン
チ
に
な
る
よ

う
に
採
寸
し
、
切
断
面
を
垂
直
に

す
る
。
枝
払
い
は
、
幹
を
抉
る
よ

う
に
、
枝
隆
が
残
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
丸
太
は
集
材
が
し
や
す
い

よ
う
に
木
口
を
林
道
方
向
へ
向
け

数
本
ず
つ
集
め
て
お
く
。

　
立
木
の
状
態
に
よ
っ
て
、
最
適

と
思
わ
れ
る
伐
倒
方
法
を
採
用

し
、
造
材
に
気
を
配
る
。
集
材
を

考
慮
し
て
、
少
し
手
間
を
か
け

る
。
そ
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
。狙った方向へ
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作
業
を
終
了
。
小
屋
へ
戻
り
、

講
師
講
評
。
解
散
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

参
加
者
／
石
垣
さ
ん
、
小
倉
さ

ん
、
高
野
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部
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月月月月月
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日日日日日
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木
）
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木
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（
土
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Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集

め
た
三
日
間
で
す
。
樹
を
測
る
測

樹
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
伐

木
造
材
、
簡
単
な
集
材
ま
で
一
通

り
の
事
を
や
っ
て
み
ま
す
。
あ
れ

や
こ
れ
や
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

が
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま

た
、
初
日
2
日
（
木
）
の
夕
方
は

交
流
会
で
す
。

　
な
お
、
4
日
（
土
）・
5
日
（
日
）

は
伊
那
ま
つ
り
。
踊
り
や
花
火
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
な
ど
。

御
用
と
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
見
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
六
第
六
第
六
第
六
第
六
・・・・・
七
回
七
回
七
回
七
回
七
回

　　　　　
88888
月月月月月
2424242424
・・・・・
2525252525
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
特
別
講
師
の
島
﨑
先
生
に
よ
る

保
残
木
マ
ー
ク
法
の
間
伐
。
調
査

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

　　　　　
77777
月月月月月
55555
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　  

    
    

〜〜〜〜〜
77777
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
に
続
き
、
講
師
か

ら
の
作
業
上
の
注
意
事
項
。

身
支
度
、
機
材
準
備
。

99999
時時時時時

　
小
屋
の
隣
の
旧
日
影
区
有
林
到

着
後
、
ま
ず
は
体
操
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
早
速
、
伐
倒
開
始
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
石
垣
さ
ん
が
、
伐
倒
準
備
の
と

き
に
、
左
足
膝
上
部
を

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
創
傷
。
伊

那
中
央
病
院
へ
。
残
っ
た
メ

ン
バ
ー
は
伐
倒
を
継
続
。

1212121212
時時時時時

          

小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。
治
療
を

終
え
た
石
垣
さ
ん
は
、
帰
宅

の
途
に
。

1313131313
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
矢
を
使
っ
た
伐
倒

を
行
う
。
追
い
口
伐
り
の
最

初
に
矢
の
道
を
伐
る
場
合
と

追
い
口
を
伐
り
進
ん
で
か
ら

矢
を
挿
入
す
る
場
合
で
の
伐

倒
を
行
う
。
枝
払
い
で
は
、
断

面
の
下
半
分
の
枝
は
無
理
に

伐
ら
ず
造
材
後
に
。
造
材
は

傾
斜
上
方
に
位
置
し
て
、
遠

い
方
か
ら
上
面
そ
し
て
手
前

を
伐
り
進
む
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻
っ

て
、
講
師
講
評
。
解
散
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

今
日
は
現
場
を
新
山
に
移
し
、

ヒ
ノ
キ
林
で
の
伐
木
造
材
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
現
場
到
着
後
、
体
操
。
作
業
の

前
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
う
。
分
解
掃

除
の
と
き
は
、
時
々
バ
ー
を

上
下
反
転
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

目
立
て
も
入
念
に
。
い
つ
も

使
っ
て
い
る
場
所
か
ら
標
高

差
の
あ
る
現
場
へ
変
わ
っ
た

ら
ア
イ
ド
リ
ン
グ
等
の
調
整

を
。

1010101010
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
市
場
へ
の
出
荷
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
傾
斜

上
方
へ
の
ロ
ー
プ
を
用
い
た

伐
倒
を
行
う
。
造
材
は
、
元
玉

を
柱
材
と
す
べ
く
、
根
曲
が

り
を
見
極
め
、
三
ｍ
で
十
六

cm
に
な
る
よ
う
慎
重
に
採
寸

す
る
。
切
断
面
も
垂
直
と
な

る
よ
う
造
材
す
る
。
造
材
後

は
、
数
本
ず
つ
林
道
方
向
へ

向
け
て
人
力
集
材
。
最
近
の

伊
那
市
場
で
の
ヒ
ノ
キ
柱
材

は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
で
二
万

五
千
円
程
度
。
こ
の
林
分
の

も
の
で
は
元
玉
約
十
三
本
相

当
。
十
三
本
の
樹
を
伐
り
、
枝

を
払
い
、
曲
が
り
と
末
口
を

検
分
し
て
造
材
を
す
る
作
業

量
を
考
え
て
み
る
。

1111111111
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
現
場
に
て
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
今
度
は
ト
ビ
や

フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
を
使
っ

て
上
方
へ
の
伐
倒
、
市
場
向

け
造
材
。

1515151515
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時

　
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク
タ
に
試
乗
し

て
み
る
。
ス
テ
ア
リ
ン
グ

が･･･

車
体
が･･･

。

1616161616
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
講
師
講
評
、
解
散
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

初
日
に
続
い
て
、
小
屋
の
隣

の
旧
日
影
区
有
林
で
の
作
業
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
や
チ
ル

ホ
ー
ル
等
の
機
材
を
準
備
し

て
現
場
へ
。

99999
時時時時時

　
着
後
体
操
を
し
て
、
早
速
、
チ

ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
牽
引
伐

倒
を
開
始
。
伐
倒
方
向
に
加

え
て
、
チ
ル
ホ
ー
ル
の
セ
ッ

ト
位
置
と
退
避
方
向
の
選
定
・

整
備
、
滑
車
設
置
木
の
選
定

と
設
置･･･

と
す
べ
て
の
牽
引

伐
倒
準
備
を
一
人
作
業
で
行

う
。

1212121212
時時時時時

　
小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

1313131313
時時時時時
55555
分分分分分

　
チ
ル
ホ
ー
ル
に
よ
る
牽
引
伐
倒

再
開
。
切
り
株
を
利
用
し
た

滑
車
の
設
置
を
行
う
。

人力で傾ける

〜
伐
倒
の
一
連
を
行
う
予
定
で

す
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
。
マ
イ
装
備
・
マ
イ

道
具
、
ご
持
参
下
さ
い
。

　
初
日
夕
方
か
ら
は
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
一
杯
、
暑
気
払
い
を
し

ま
し
ょ
う
。
会
費
は
千
円
程
度
の

予
定
で
す
。
幹
事
さ
ん
募
集
中
。

　第
八
第
八
第
八
第
八
第
八
・・・・・
九
回
　

九
回
　

九
回
　

九
回
　

九
回
　

     

99999
月月月月月
1414141414
・・・・・
1515151515
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
伐
っ
て
出
し
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
で
、
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
、
集
め
、
運

ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
の
特
徴
を

つ
か
み
、
集
材
を
考
慮
し
た
伐
倒

に
も
挑
戦
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。

　
岐
阜
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
秋
田
と
い
い
ま
す
。

森
林
塾
で
は
親
切
で
ユ
ー
モ
ア
の

あ
る
講
師
の
方
々
、
そ
し
て
参
加

最大公約数探し最大公約数探し最大公約数探し最大公約数探し最大公約数探し
　　　秋田　燿子
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暗
赤
色
に
な
り
、
食
べ
ら
れ
ま
す

が
酸
っ
ぱ
い
で
す
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
利
用
方
法
は
、
沢
山
あ
つ
め
て

氷
砂
糖
を
加
え
、
焼
酎
漬
け
に
す

る
と
綺
麗
な
赤
い
色
の
お
酒
に
な

り
ま
す
。
若
干
ク
セ
が
あ
り
ま
す

が
お
い
し
い
で
す
よ
。
ガ
マ
ズ

ミ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
と
同
様
に

利
用
で
き
ま
す
。

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と
他
の
ガ
マ

ズ
ミ
属
と
の
区
別
点
は
押
し
葉
に

す
る
と
花
ま
で
も
黒
く
な
る
の
が

一
番
の
特
徴
で
す
。
見
た
感
じ
の

質
感
は
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
感
じ

で
、
な
か
な
か
味
が
あ
り
ま
す

よ
。
葉
は
、
秋
に
黄
色
の
ま
ざ
っ

た
紅
で
な
ん
と
も
綺
麗
な
色
で

す
。
ガ
マ
ズ
ミ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ

ミ
は
緑
が
若
干
残
っ
た
紅
葉
で
こ

ち
ら
も
と
て
も
美
し
い
紅
葉
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
晴
れ
る
と
夏
の
よ
う
に
暑
く
、

雨
が
降
る
と
気
温
が
低
い
。
こ
の

時
季
に
山
小
屋
の
ス
ト
ー
ブ
に
火

を
入
れ
る
と
は･･･

。

中
で
見
つ
け
る
と
心
踊
る
ほ
ど
か

わ
い
ら
し
い
花
で
す
。

　
葉
は
ど
ち
ら
も
良
く
似
て
い
ま

す
。
区
別
点
は
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ

は
主
脈
が
一
本
で
、
コ
バ
ノ
ガ
マ

ズ
ミ
は
葉
脚
基
部
の
少
し
上
か
ら

三
主
脈
に
な
り
、
一
対
の
托
葉
が

あ
り
ま
す
。
文
章
を
読
む
と
　
な

る
ほ
ど
ね
、
と
思
う
の
で
す
が
、

実
際
両
方
の
葉
っ
ぱ
を
出
さ
れ
て

ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
？
と
訊
ね
ら
れ

る
と
、
ウ
、
ウ
〜
ン
？
と
言
う
く

ら
い
良
く
似
て
い
ま
す
。

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
の
果
実
は
九

月
か
ら
十
一
月
、
五
〜
八
ミ
リ
の

赤
い
楕
円
形
で
ぶ
ら
さ
が
る
よ
う

に
つ
い
て
い
ま
す
。
姿
は
と
て
も

可
愛
い
の
で
す
が
、
食
べ
ら
れ
な

い
事
は
な
い
け
ど
あ
ん
ま
り
お
い

し
く
な
い
で
す
。
花
の
名
の
由
来

も
こ
の
へ
ん
か
ら
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
ガ
マ
ズ
ミ
属
の
種
の
形
は

丸
い
扁
平
で
特
徴
的
で
す
。
実
を

見
つ
け
た
ら
果
皮
を
む
い
て
見
て

く
だ
さ
い
。
実
際
へ
〜
な
る
ほ
ど

ね
、
と
言
う
形
で
す
よ
。
コ
バ
ノ

ガ
マ
ズ
ミ
も
九
月
か
ら
十
一
月
に

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と

　
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
と

　
　
　
　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

　
　
　
　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

　
　
　
　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

　
　
　
　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

　
　
　
　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

　
ど
ち
ら
も
落
葉
低
木
、
合
弁

花
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ガ
マ
ズ
ミ

属
、
葉
は
対
生
で
鋸
歯
が
あ
り
ま

す
。
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
の
樹
高
は

一
〜
三
ｍ
、
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
は

二
〜
四
ｍ
に
な
り
ま
す
。

　
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
は
四
月
〜
五

月
に
、
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
は
五
月

か
ら
六
月
頃
に
枝
先
に
散
房
花
序

を
出
し
、
白
い
小
さ
な
花
を
つ
け

ま
す
。
花
の
見
分
け
方
で
す
が
コ

バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
は
上
む
き
に
集

ま
っ
た
よ
う
に
花
を
咲
か
せ
、
オ

ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
は
二
〜
三
㎝
の
柄

を
花
序
か
ら
出
し
、
ぶ
ら
下
が
る

よ
う
な
感
じ
で
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
私
が
、
初
め
て
オ
ト
コ
ヨ
ウ

ゾ
メ
の
花
に
出
会
っ
た
の
は
四
月

の
下
旬
で
、
ひ
の
き
林
の
中
で
し

た
。
木
陰
で
白
い
花
が
咲
き
、
そ

こ
だ
け
光
が
あ
た
っ
た
よ
う
に
明

る
く
浮
か
ん
で
い
る
感
じ
で
し

た
。
な
ん
て
可
憐
な
花
な
ん
だ
ろ

う
と
、
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
、
新
緑
の
林
の

動
機
も
職
業
も
十
人
十
色
な
参
加

者
の
方
々
と
出
会
え
、
久
し
ぶ
り

に
新
入
生
気
分
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
林
業
に
携
わ
り
た
い
と
い

う
夢
と
理
想
と
根
性
で
生
き
て
い

る
よ
う
な
能
天
気
な
人
間
で
す

が
、
私
が
林
業
を
目
指
そ
う
と

思
っ
た
の
は
、
昔
か
ら
抱
い
て
い

た
自
然
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
へ
の

憧
れ
が
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
や
登

山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、

田
舎
の
祖
母
の
家
に
行
っ
た
り
し

て
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
が

大
好
き
な
休
日
の
過
し
方
だ
っ
た

小
中
学
生
の
頃
、
一
方
で
は
学
校

で
の
集
団
行
動
が
苦
手
で
人
と
関

わ
る
こ
と
に
煩
わ
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
人
よ
り
も

自
然
」
と
い
う
考
え
に
固
執
し
て

半
年
で
高
校
を
中
退
し
た
後
、
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
森
林
・
環
境

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
人
と
出

会
い
、
そ
こ
で
初
め
て
森
林
を
取

り
巻
く
様
々
な
問
題
に
林
業
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た

の
で
す
。
そ
の

頃
、
林
業
や
環
境

教
育
、
木
造
建
築

の
専
門
学
校
「
森

林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
」
が
で
き
た

こ
と
を
聞
き
、
自

然
を
相
手
に
し
た

仕
事
が
し
た
い
と

考
え
て
い
た
私
は

す
ぐ
に
入
学
を
決

め
ま
し
た
。

　
林
業
以
外
に
環
境
教
育
に
も
関

心
が
あ
っ
た
の
で
そ
ち
ら
を
専
攻

し
ま
し
た
が
、
担
当
教
官
に
ま
ず

言
わ
れ
た
言
葉
は
「
自
然
の
中
で

働
き
た
い
な
ら
人
を
好
き
に
な

れ
」。
真
逆
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
私
に
は
意
味
が
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
環
境
教
育

キ
ャ
ン
プ
や
林
業
実
習
な
ど
の
実

践
的
な
授
業
を
通
し
て
、
ま
た
各

専
門
分
野
を
極
め
た
珍
教
授
陣
と

十
代
か
ら
六
十
代
に
亘
る
学
生

達
、
と
い
う
豊
か
な
土
壌
で
二
年

間
を
過
し
た
こ
と
で
、
私
は
人
と

関
わ
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
教
官
の
言
葉
の
意

味
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
人
に
自
然
の
魅
力
や
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
自
然
に
対

し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
様
々
な
視
点
を
与
え
た
り
す

る
環
境
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
世
代

交
代
の
時
期
を
迎
え
て
古
い
体
質

か
ら
の
脱
却
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
林
業
の
世
界
で
も
今
後
は

「
人
に
伝
え
る
」
こ
と
が
と
て
も

重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
見
ひ
た
す

ら
に
自
然
と
対
峙
し
て
い
る
よ
う

な
仕
事
で
も
、
人
の
生
産
活
動
や

消
費
行
動
が
関
わ
っ
て
い
る
以
上

は
、
人
と
自
然
が
上
手
く
共
存
し

て
い
く
た
め
の
最
大
公
約
数
を
探

さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
を

す
る
上
で
は
、
自
然
環
境
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

と
同
じ
く
ら
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
担
当
教
官
は
言
い
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
勝
手
に
解
釈

し
、
今
は
そ
の
言
葉
を
し
っ
か
り

と
心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
を
卒
業
し
て
四
年
、
今
更

な
が
ら
林
業
を
目
指
そ
う
と
思
っ

た
の
は
、
歩
い
て
い
て
も
釣
り
を

し
て
い
て
も
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら

れ
て
い
て
も
、
視
界
に
入
る
荒
れ

る
に
ま
か
せ
た
森
林
が
と
て
も
気

に
な
り
、
い
っ
そ
の
こ
と
林
業
に

飛
び
込
ん
じ
ゃ
え
！
と
い
う
勢
い

と
、
気
に
な
っ
た
人
が
や
ら
な
け

れ
ば
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
単
純

な
考
え
か
ら
で
す
。

　
そ
ん
な
い
い
加
減
な
私
は
、
作

業
中
に
腕
ま
く
り
を
し
た
た
め
に

毛
虫
に
や
ら
れ
、
役
立
た
ず
と
医

者
に
言
わ
れ
て
へ
こ
み
つ
つ
も
内

心
次
回
の
講
習
が
楽
し
み
で
な
り

ま
せ
ん
。

　
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


